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1　 は じ め に

　江戸幕府崩壊後、急激な人口減少を経験 した東京 も、

明治後半にな って帝都 として整備されるにつれ、中央集

権の国家の巨大な首都 として しだいにその姿 を現 し始め

る。

　都市が 「結節機関の集合体」(鈴 木栄太郎)で あるな

らば、東京がさまざまなもののコミュニケーションの結

節点 として立ち現れはじめたのが明治後半である。コ ミュ

ニケーションの媒介をするものをメディアと呼ぶならば、

東京 はメデ ィア都市 として立 ち現れてきたといえよう。

ではそれ はどのよ うに現れてきたのか。

　本稿は田山花袋の 『少女病』1)という小説の分析を通 じ

て、東京がメディア都市 としてどのように立ち現れてき

たのか、その一端を探 りたいと思 う。

2　 『少女病』 市電 という名の欲望

(1)あ らす じ

　田山花袋の 『少女病』 という作品は明治40年5月1日

の 『太陽』 に発表された短編である。

　まずそのあ らす じを紹介 しよ う。

　 小説 は郊外の貸家か ら代々木の停車場 に向かう主人公

の描写から始 まる。主人公、杉田古城(「過 ぎた固執」?)

は37歳、小説家。 もっぱ ら少女小説を書いている。かつ

ては一世を風靡 したこともある。 しか し清純な少女への

あこがれに終始するその作風 は飽 きられ、いまでは雑誌

の編集でなんとか生活を している。盛 りを 「すぎた」彼

の唯一の楽 しみは通勤電車で美 しい女学生を見、妄想に

ふ けることである。彼は停車場で女学校出の娘や女学生

の姿を物色する。知人たちの うわさ話か ら、 どうやら彼

は、妻子持ちであるにも関わ らず、オナニス トであるら

しいことが知れる。甲武電車 に乗 り、さらに市電へと乗

り換える。主人公は車中で女学生たちを見、接触 しなが

らうっとりとする。出社すると少女趣味を編集長にあざ

け られ る。夢のない仕事 と生活 に死にたいような気持 ち

にな りなが ら、彼 は帰宅の電車 に乗 る。東京博覧会帰 り

の客のために市電 はたいへんな混雑。 しかたな く彼 は電

車のデッキの真鍮棒 につかまって乗 っている。そのとき

もう一度会いたいと思 っていた美 しい女学生をガ ラスご

しに見つけ、心 を奪われる。 しか し急な電車の加速に手

をすべらした彼 は、線路上に転が り、反対方向か ら来た

電車にひかれ死んで しまう。
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②　女たち

　 この小説の中では8人 の女が登場する。それをまず出

て くる順 に列挙 してみよ う。

女1:「 二十二三」歳 ぐらいの 「庇髪の女」。「鴬色の リ

　　ボ ン、繻珍の鼻緒、 おろし立ての白足袋」。代々木

　　停車場から 「す くな くとも五六度は其女 と同 じ電車

　　に乗 ったことが ある」。主人公はこの女の家まで突

　　 き留めている。

女2:い つも代々木か ら牛込まで同乗する娘。留針を拾 っ

　　てや ったことがある。「白い リボン」はでな縞物に、

　　海老茶の袴を穿いて、右手に女持の細 い蝙蝠 傘、左

　　の手に紫の風呂敷包。

女3:妻 。「二十五六」歳 ぐらい。「旧派の束髪」木綿の

　　縞物の着物。

女4・5:代 々木か らの車中での二人の娘。年上の方は、

　　「縮緬のす らりとした膝あたりか ら、華奢 な藤色の

　　裾、白足袋をつまだてた三枚襲の雪駄、 ことに色の

　　 白い襟首」。 もう 「一人の肥 った方の娘 は懐か らノ

　　 ウ トブックを出 して頻 りにそれを読み始めた。」

女6:千 駄 ヶ谷駅か ら乗 った 「不器量な、二 目とはみら

　　れぬような若い女」「反歯、ちぢれ毛、色黒」

女7:「 見慣れたリボンの色」「四谷か らお茶の水高等

　　女学校 に通ふ十八歳位の少女」

女8:か つて信濃町か ら一度だけ同乗 し、 もう一度逢 い

　　 たいと思 っていた令嬢。朝の電車では見あたらず。

　　帰宅のお茶の水からの甲武線(現 在の中央線)で 車

　　 中に発見。「白い襟首、黒い髪、鴬茶の リボン、 白

　　魚 のよ うな綺麗な指、宝石入 りの金 の指輪」。 この

　　少女にみとれて主人公 は礫死する。

(3)車 中の女

　 この小説を読んでいるといくつかの疑問が浮かぶ。

　まず(1)な ぜ妻(女3)と 大 して歳 も変わらない女

1が 登場 し、 しか も主人公はそれに強 くひきつけられる

のか、という点である。

　女1は すでに22、3歳で、「少女」 と呼ぶにはあまりに

とうが立ちすぎている。 しか も主人公の妻(女3)は25、

6歳。たいして歳 もちがわない。それなのに主人公 は女1

には欲情 し、妻には関心 を失 っている。「ち ょっと変で

はないか」。読者がそ う思 うの も無理 はない。だがそこ

がこの作品の趣向だったと思われる。

　 この小説を書いた田山花袋 は当時、少女小説家であり、

年齢 も主人公 と同 じ37歳。代々木の郊外 に住み、博文館

の編集者 として甲武線(現 在の中央線)と 市電を使 って

通勤 していた。だか ら主人公は花袋 自身をモデルにして

いるといって良いだろう。 しか し花袋の妻 「里さ」はこ

の明治40年 に28歳 であり、それに対 してこの小説の主人

公の妻 は25、6歳で、花袋の妻 より2、3歳 若 く設定 され

ている。なぜ主人公の年齢が花袋 と同 じなのに、妻の年

齢は若 く設定されているのか。それは主人公が欲情 して

いる女1と 主人公の妻とがあまり年齢差がないことを読

者に気づかせるためにほかならない。そもそ も、女1じ

たいが妻の年齢に近い女 としてあえて登場 させ られてい

ると思われる。

　なぜそんなことになっているのか。

　それは主人公の欲情が、単に 「若い女」に対する欲望

ではな く、 あくまで も 「電車で出会 う女学生」に向けら

れたものであ ることを強調す るためにほかな らない。

(最近 は作者の意図 というものを探 るのを放棄する読み

方 もあるようなので、言い方を変えるな ら、すくな くと

もこの作品はそうした趣向を作品自身にはらんでいる)。

つまり主人公杉田は単に若い女性というのではな く、む

しろ電車 という、当時 としてはきわめて新奇で特殊な空

間で出会 う女性 に強 く欲情 しているのである。

(4)　女学生

　 もちろん、車中の女性たちは女学生、あるいは女学校

卒 に特徴的な風俗を身 にまとっている。1899年(明 治32

年)の 「高等女学校令」制定以降、高等女学校 は急速 に

普及 し、女学生は新 しい風俗 として定着 していった。 こ

の 「女学生」たちはどうして主人公の欲望をあれほど喚

起 したのだろうか。

　 まず 「女学生」(現 在 なら女子大生 ・女子高生)と い

うのは、単なる女性ではな く、特殊な記号をまとった存

在でとして明治において出現 したといえよう。作中で も

それはたえず、束髪(庇 髪)、 ノー ト・本、袴… とい っ

た 「女学生」としての記号 を身にまとっている。

　記 号論2)的 にいうな らば、 「女学生」 とは 「女」 と

「学生」 という、欲望 の対象 と禁欲的勉学とい う、二つ

の相反する記号からなっている。ある者にとっては 「女」

は 「性的対象」を意味する。反対に 「学生」は禁欲のイ

メージをもっている。つまり 「女学生」とは 「誘いつつ

拒む」あるいは 「拒みつつ誘 う」存在 という記号 として

立ち現れるのである。つまり 「イエス」と 「ノー」 との

問を振 り子のよ うに動 くもの、すなわちジンメルの言う

「媚態」(コ ケ ットリー)を あ らわす記号 としてそれは現

れる。

　 とりわ け小説の最後 に登場 するガ ラス越 しの女学生

(女8)は 、欲望 の対象の提示 と遮断によってより欲望

の喚起する存在 とな って主人公杉 田を死に追いやる。そ

れはちょうどショーウン ドウの中の商品にも似ている。

⑤　交通がもたらす死

　だがそれにして も主人公はなぜ唐突にも小説 の最後に

死んで しまうのだろうか。(じ つは発表当時か ら主人公



の唐突な死に対 しては批判が多か った)3)。

　 まず遠因 としては明治40年 上野で実際に開催されてい

た 「東京勧業博覧会」からの帰 り客が多数乗 り込んでき

たということがある。

　 「お茶の水か ら甲武に乗換へると、を りか らの博覧会

で電車 は殆 ど満員、それをむ りに車掌のいる所に割 り込

んで、兎に角 に右の扉の外に立って、確 りと真鍮の丸棒

をつかんだ。」

　 もちろん、直接原因は主人公が電車か ら落ちて反対路

線を走 る電車 に引かれたことである。だが真の原因は、

その落車の原因となった、女8へ の欲望、すなわち電車

(鉄 とガラスの箱)の なかの女への欲望である。

「美 しい眼、美 しい手、美 しい髪…白い襟首、黒い髪、

鴬茶の リボン、白魚のような綺麗な指、宝石入りの金の

指輪　　乗客が混合つて居 るのと硝子越 になって居るの

とを都合の好いことに して、かれは心ゆ くまで其の美 し

い姿に魂を打ち込んで了つた。」

　彼はこの直後 に落車 して轢死する。

　新時代の装置、市電 は、名前 も知 らない若い女性とく

たびれた中年作家とを、つかの間だけ同 じ空間に詰め込

む。それによって欲情 した主人公は轢死する。つま り女

たちを乗せる交通 によって喚起された欲望 に翻弄 された

主人公がまさにその交通 によって殺 され る、という構図

が この作品のまさに趣向なのである。

(6)車 中の空間

　 ここでバスや電車などの車中の空間 というものについ

てす こし考えてみよう。

　 同 じ高校生の一群がバス停から乗 り込む。普通なら十

分乗 り込 める人数なのに、積み残 しがでて しまう。よ く

あることである。ではそれはなぜなのか。答えは、顔見

知 り同士だとどうして も一定 の距離 を互いにあけて しま

うか らである。満員のバスや電車では互いを人だとは思

わず、物のように思い、また自分 も物になったような気

持 ちでいな くては乗 り込む ことはできない。

　満員電車やバ スでは個々人のテ リトリーの空間は他人

によって脅かされる。私たちはその脅威に対 して次のよ

うに対処する。

1)他 人を人格 とはみなさないで無関心を装 う。

2)別 の自分だけの空間を作る。

　 たとえば読書によって自分だけの仮想空間をつ くって

そこに逃 げ込む。田舎 の電車で本や漫画を読む人がすく

ないのに、都会の電車では本や週刊誌や漫画を読み、電

車をでるとき棚に捨てて しま う人が多いのはそのためで

ある。(ち なみに、あ まり混 まない名古屋 の電車の中で

は本を読む人は、ひどく混む東京の電車よりも、少ない)。

　あるいは現代ならウォークマンで音響の個人空間を作 っ

てそこに逃げ込むことができる。両耳に固定 したステレ

オ ・ヘ ッドフォンのおかげで、体(頭)の 位置を変えて

も音楽空間 はそれに応 じて位置を変える。ウォークマン

の音楽空間はたえず自分を中心軸として構成 されている。

公的空間が耐え難 いものである時、 この私的空間に逃げ

込むことができるわけである。 さらに本 もウォークマン

もな くて も、妄想の世界を作 り上げそこに入 り込むこと

もで きる。主人公杉 田が していることもそれに近い。

　 ウォークマ ンをしているとその音楽のために外界の世

界がふ しぎな輝 きや意味を帯びて見えて くることがある。

では主人公の車中の妄想をつ うじて見える 「少女」たち

はいかなる意味と輝 きをおびているのであろうか。

(7)ガ ラス箱の中の女たち

　 この小説のなかでは執拗 に女たちの持ち物が列挙 され

ている。それはなぜなのだろうか。

　 まず言えることは、主人公 「かれ」の目に映る 「少女」

たちはさまざまな部分へと細分された存在なのだという

ことである。

　 まず 「少女」たちの描写をみてみよう。

　 「栗梅の縮緬の羽織をぞろりと着た格好の好い庇髪の

女の後姿」。また 「鴬色の リボ ン、繻珍の鼻緒、おろし

立ての白足袋」。 あるいは、「はでな縞物に、海老茶の袴

を穿いて、右手に女持の細 い蝙蝠傘、左の手に紫の風呂

敷包」など。

　 女たちはさまざまな衣服や持ち物へと分解され、人格

ではな く、む しろそうした衣服 と小物を展示するための

白いマネキンのようでさえある。

　 主人公を死にいたらしめる女の描写をもう一度みてみ

よう。

　 「お茶 の水か ら甲武[電 車]に 乗換へると、を りから

の博覧会で電車 は殆ど満員、それを無理に車掌の居 る所

に割込んで、兎に角に右の扉の外に立つて、確 りと真鍮

の丸棒をつかんだ。ふ と車中を見たかれははツとして驚

いた。其硝子窓を隔ててす ぐ其処に、信濃町で同乗 して、

今一度是非逢ひたい、見たいと願つて居た美 しい令嬢が、

中折帽子や角帽やイ ンバネスに殆 ど圧 しつけられるよう

になって、丁度烏の群に取巻かれた鳩といつたような風。」

　 「美 しい眼、美 しい手、美 しい髪…白い襟首、黒い髪、

鴬茶の リボン、白魚のような綺麗な指、宝石入 りの金の

指輪― 乗客が混合つて居 るの と硝子越になつて居 るの

とを都合の好いことに して、かれは心ゆくまで其の美 し

い姿に魂を打ち込んで了つた。」

　電車は鉄 とガラスの箱である。その箱の中に 「中折帽

子や角帽やインバネス」 とならんで 「令嬢」がいる。 し

か しいまや主人公の眼には、彼女は一個 の人間というよ

りも、「美 しい眼、美 しい手、美 しい髪 …　　 白い襟首、



黒い髪、鴬茶のリボ ン、白魚のような綺麗な指、宝石入

りの金の指輪」という欲望を喚起する物の集積 として現

れ る。

　電車という交通の機関によ り次々と登場する女 たち。

しかもそれは一個の人間であるよりも、む しろ欲望を喚

起するさまざまな部分部分へと細分化される。そ して主

人公のまなざしは、その細分化 した部分の集列をなめる

ように移動 していくのである。

　 ここで主人公杉田が小説中でのオナニス トであると指

摘 されていることに注目しよう。オナニス トとは、直接

的交渉よりも想像のなかで実物の代償 となるもののイメー

ジによって欲情 している、そ うした存在である。つまり

実体ではな く、記号によってみずか らの欲望の喚起する

そうした人間である。

　 ところで我々をとりま く消費世界 とは、そもそ も品物

が意味する使用価値でなく、それ自身が輝 く世界である。

それは記号 としての物がそれ自体輝 き人を魅了する世界

である。

　 そこは、使用価値ではなく、商品がそれ自体で輝 く世

界であり、いわば記号の乱舞による欲望の喚起がおこな

われている。商品の集積は欲望喚起の記号の集積 として

立ち現れる。

　主人公杉田見ている、市電 というガ ラス箱の中の人物

は、すべて衣服や髪型や持ち物によって表現される。つ

まり人を表す記号 としての品物がガラス箱のなかに溢れ

んばか りになっている。それは、ち ょうど人々の欲望を

喚起 してやまない、 ショーウンドウの商品のように、現

れているのである。主人公杉田はそ うした商品のごとき

少女の輝きにこころ奪われたために命をおとしたのであっ

た。

(8)ま とめ

　市電 という新 しい交通 メディアは、『少女病』 という

欲望、 それまでになかった欲望を喚起 した4)。主人公 は

その欲望 に飲み込まれるように して死ぬ。その欲望の世

界では欲望を喚起する品物とそれに喚起された欲望によっ

て引 き裂かれた人間とが存在する。田山花袋の 『少女病』

は、近代都市がはらむ新たな欲望 と人間の解体を予知す

る先駆的作品だ ったのである。
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き込みが足 らず,筆 致があ らく,と りわけ主人公の描

写 にはひとりのみこみのところがある。特に最後の死

は突飛で 「作偽に過 ぎる」といえるだろう。」(吉 田精

一(編):明 治文学全集67　 田山花袋集 ,388,吉 田精

一 による 「解題」)。

4)ち なみに市電の登場 と同時に痴漢 というものも登場

　していた らしい。

●婦人専用電車

▽不良少年の 誘惑予防

　　 乃木大将 もかつて,学 習院女学部の生徒が電車に

　 乗ると,男 子が兎角生徒の体に触れたがって困ると,

　 電気局員に語 られたと記憶するが,

▲花電車を狙 う:近 来不良学生が,山 手線沿道よ り市

　　内各女学校に通 う女学生のいずれも同一時刻に乗車

　　するを機 とし,混 雑に紛れて或いは附け文,或 いは

　 巧妙なる手段を以 って誘惑 し,し か らず とも女生徒

　　の体に触れ,そ の美 しき姿を見 るを楽 しみとする風

　　がある。彼等はこの女学生の満載せる電車を称 して,

　　「花電車」 と呼んで居 るが,今 回中野,昌 平橋間に

　　各駅か ら婦人専用電車を,朝 の八時半前後 と午後の

　　三時半前後 に数回運転せ しむることに決定 し,こ の

　　電車を女学生が利用するよ うにと,お 茶の水付属女

　　学校,女 子学院,千 代田女子学校,双 棄女学校,三

　　輪田女学校,精 華女学校等に対 し通知 し,来 る31日

　　より実施することになった。

▲女学生客の減少:右 の就 き中部管理局員は語 って日

　　く,「外国の例 は知 らぬが,日 本ではこれが最初で

　　ある。兎に角名案たるに足 るだろうと思 う。 これを

　　運転せ しむるに至 った動機は,従 来男女学生間の風

　　儀を乱すような事が少なからず,牛 込や四谷駅長か

　　らの申し出もあり,調 べて見ると,女 学生の客は次

　　第 に減 って居る。そ して遠 いのを我慢 して,車 や徒

　　歩で通学 して居るものがだいぶあると云 うことが判っ

　　たか らである。婦人専用電車 と云 うのは,二 台連絡

　　する後のに婦人専用 と札 を掛け,前 車 には男子を乗

せることにするつ もりだ云々」 と語 った。

　　　　　　　　　　　 (平成13年10月9日 受稿)

　　　　　　　　　　　 (平成13年12月25日 受理)


